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第5章 市場構造と均衡

- 完全競争,独責夕寡占および独占的競争

この章では, 経済主体,帝をこ企業のおかれている経済的環境, すなわちタ い

くつかの市場構造 (例えば, 完全競争 , 独責,寡責および独占約歳争)のもと

での各々の均衡の特徴かこついて考察する｡且では,市場に参加する供給者の数,

価格支配九 参Aの容易さによって市場構造の分類を行なうO 盟では,完全凝

争のもとでのま財市場の均衡 , いわゆる部分均衡について論じる｡また,蒜で

揺 , 多数財市場の同時均衡,いわゆる一般均衡について簡単をこ触れる0 4iではタ

独責企業の行動を分析 し,市場経済にもたらす弊害について調べる｡ 扇では,

寡責企業の理論の率からいくつかを紹介 し, 現実の寡占を分析する視点を提供

するo最後をこ,癌では,独責的競争の理論を簡単かこ紹介するo

且 市場構造 の分類

現実の経済では,多数の財やサ-ビスが生産され, 消費されているO財 iAミ

取引される市場の特徴をとらえるかこは, いろいろな指標が考えられるo例えば

産業組織論かこおいては,(i)集中度,(冒)製品差別化,(Jl)市場-の参入障壁などを

示す指標かこよって市場構造を特徴づけている｡ここでは,ある財 iを供給する

売手の数,価格支配力の程度 夕 参入の容易さかこよる市場構造の分類を行なう1)⑳

需要者は多数いることに注意 しようO

衰 5◎ 急はタざまscheTandDombusch〔ま983〕のTabie8◎ ま (p｡ま88)を

再録 したものである¢

完全競争市場 とは争すべての買手 と売手が自分たちの個々の意思決定が市場

価格をこ潜聾を与えることができない (あるいは,そのようをこ思い込んで行動す

る)市場をいう2㌔ したがって夢市場価格は与件とみなし, 価格受容者 (プラ
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養 5｡領 市 場 横 道

(出所) FischerandDornbusch,Economics,1983,p｡188,Table8月｡

イス ◎テイカ-)として経済主体は行動する｡ 例えば,農業生産物や株式など

の市場は完全競争市場と考えることができるO

完全澄争の仮定をみたさない市場は, -般かこ,不完全競争市場と呼ばれる｡

不完全競争市場は, さらをこ,3つむこ細分される｡ 若干の価格支配力をもっ多数

の売手が,代替の程度の高い財 (これを密接な代替財という)を発争して売る

市場を独責的凝争市場と呼ぶO自動車用ガソリンの市場は独責的発争市場とみ

なせる｡ また,まつの産業に少数の売手しかいない場合が,寡古市場である｡

特をこ2企業でまつの産業を責めている場合を複責市場と呼ぶ8㌔ 寡古市場を構

成する企業を寡占企業というO寡責企業はかなりの価格支配力をもち, その行

動は市場価格に影響を与えることができるoしかしながら, 自分の行動を決め

るさいに他の寡責企業の行動かこついて考慮する必要があり, 同時に夕他の寡責

企業も自分の行動を考慮かこいれて意思決定を行なうことを考慮に入れなければ

ならない¢つまり,寡責市場の分析のためには, 寡占企業間の相互依存性を陽

表的かこ考える必要が出てくる4㌔ ピ-ル製造 , 板ガラス, 自動車などは寡占市

場の典型的な例としてあげられるO 最後かこ独古市場とは,iつの産業をこ単-の

売手しかいない場合である5㌔ 独責企業は,価格支配力をもち, 競争相手はい

ない｡独占企業をことっての制約はタ市場需要曲線だけであるO より多く販売し

ようとすれば価格を下げなければならないことを独占企業は知っているoNT

管 夕 日本たばこ産業株式会社は独責企業の例であるO
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盟 完全競争下の部分均衡分析

薦 2章での検討で明らかかこしたようをこ財 iかこ対する市場需要関数 は xi-Di

(I/･:I.,.!'･t･,.∴廿･f･∴リ('､･･･ ∴tl･'･J')上､古･､､∴t∴1'古.･予 ,I,(一 二二十 t'･.,:㌧‖∵L:-,!lJ

ぞれ財 ま夢財2のま単位の価格であり,MaタMb,-- 昏 Mmは,多数の消費者

･aeb,--夢m の所得を示す｡また, 第3亀 第4章で明らかにしたようを己 ,

里 ･,･:?･･//トロー､:.､山里肯i:.:I_.1;.ll-:F''Ll,Iは,:､,,II..･一I,Ii:.:.I,/･..･･.I:T.･/:l十十/:.､∴畑 ､二十:一 ･･､ ∴ ･:.

管,wgrはそれぞれ汐 賃金率, 資本の賃貸率を示すO

いま,ある豊つの財市場に注目して, それ以外の変数はすべて一定と仮定す

る O すなわち,当該市場の飽財市場-の波及効果および飽財市場からの当該市

場-の再波及効果をたち切って分析を行なうe勉の事情が-定(ceterisparibus)

.とするこのような分析方法が部分均衡分析であるo記号を簡単をこするためをこ争

改めて市場需要関数と市場供給関数をそれぞれ,諾-D(A),3,-S(i,)と書く6㌔

図5⑳まを己は,市場需要曲線と市場供給曲線が措かれているo

部分均衡分析蔓≡よる均衡

市場需要畳 D(i,)と市場供給量 S(が を等しくする価格 p*を市場均衡価

図 5魯頂 部分均衡鎗断言岩よる均衡

価格

lj 再: ∴ -//.:.もー.I/
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格と呼び3 そのときの数量x*-3,*を市場均衡数量と呼ぶ｡グラブではタ 図5

･且で示すようかこ市場均衡Eは,市場需要曲線と市場供給曲線の交点で決まる砂

む､ま夢磨*より高い価格夢が市場で成立したとすれば, そのとき市場需要量は

D(p),市場供給畳は S(A)だから, 需給は-致 しないO ちょうどS緑,)-

D(i,)だげ売れのこりが生ずる｡ これを超過供給 (魚の超過需要ともいう∋沿

状態という｡ 供給者は, 在庫を積み増すかタ より低い価格で売ろうとする O 市

場価格が下落して, もし多のような水準かこなつたとするo芝のとき市場需 要 畳

はD(鼻),市場供給量は S(慶)だから,需給は-致せず,D(顔)-S(顔)だげ

購入者の需要を満たすことができないOこれを超過需要 (負の超過供給ともい

ラ)の状態という｡ 需要者は夢 より高い価格でも買おうとするo市場価格は夢

したがって上昇する｡ 市場価格がP*のときかこのみ, 市場需要量と市場供給量

が等しくなり, 売手と買手を満足させることができるO このように価格が変動

して需給を一致させるeEれが資源配分かこおける価格のパラメ-夕-磯能とレ態

われるものである⑳

∴:･-/:.,:;･::i:.::'!二十阜三･,.I:.',,悼

市場均衡価格以外の価格がもし市場で成立すると前節でみたように需給は-

致しない｡このとき夢 市場価格は, 市場均衡価格かこ収束するであろうか｡これ

が均衡の安定性の問題であるOより一般的に述べれば, 任意の状態から出発じ

管,ある調整過程に従うと,必ず均衡状態に達することが可能であるときタ費

の調整過程のもとで均衡は安定であるといわれるeそうでないときは不安定と

いわれるo

ワルラス (Wairas)は次の条件を満たす調整過程を考えた730 捌需要畳と償転

給蓋が一致したときをこのみ取引きを行う,(2膚要畳と供給量が一致しないとき

の仮契約は無効である,(3)超過需要があれば価格は上昇しき超過供給があれば

価格は下落するO

市場均衡がタワルラスの調整過程のもとで安産となる条件は夢(3ほ 考慮 す る と 伊

:守_･ト 宣 ∴ しノ:t･,･.I:::～

~･.(:.'):▲十ソ (:･.､二°､一日L:.:. i∴t: ミ_.3
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で ある ∈図 5 ⑳2a,図 5 ⑳2bを見よ)｡ 図形的監いえばタ 市場需要曲線 が

着 下が りであるこ とを考慮す る と,闇市場供給曲線 が着上が りタ またはは滞 場

供給 曲線 が着下が りの ときは市場需要曲線 より傾 きの絶対値が大 きな､汐 とい う

萄衡 の安定条件が得 られ る8㌔ このとき簡単に市場均衡 が ワルラス的安定 とい

うOそ うでない とき市場均衡 が ワルラス的不安定 とい う (図 5 ◎望Cを見 ようo

ワル ラスは価格 の調整過程 (模索過程)を考えたが, これ陪対 して汐守-忘/

ヤル は,数量に よる次 のよ うな調整過程を考えたo いま,逆市場需 要 関数 が

D叫まCg)タ違市場供給関数が S叫ま(SJ)であることに注意 しよう｡数量が 母のとき汐

戯岬且(◎)揺,消費者 が 母 を 購 Aしたい価格を示 しているので,D冊ま(◎)を需要

帖 :::･.I(+.':∵)T_隼ぼ ::.I,.二､-ll,･I .∴ ･:･･:::.:.;'J:I､I,:I:∴∴.:.･‥十 1日工 ′_::j_J;∴吉∴‥こ.::､!.L:

産 してもよい価格 を示 してい るので夢S-ま(¢)を供給価格 磨S(◎)と呼ぼう｡需

要価格 磨d(◎)が供 給 価格 磨 8(◎)より高いときタ数義 母を増加させタ需要価格

より供給価格の寿が 高 いとき S数量 ◎を減少させるO

市場均衡がタ等 - 汐ヤル の 調整過程のもとで安定となる条件は夢

･,く､I; ･! ､- ＼ ･､ ･-I:(,･･t-･､･.1･

I.･( . ∴･(･ - ､ ~､L:-了 ･′.-∴日.:･
I::･ -lll

､･一､,､･､日.:'∴ ･･ . ～ :. !'::､ ･ .;.十!...I..J十.､ト十;1.･'了∴腑 ...'--:. ･十 ㌦十､;･･:/･:1､

着下がりであることを考慮すると, 捌市場供給曲線が着上がり, ま たはタは滞

場供給曲線が着下がりのときは, 市 場需要曲線より傾きの絶対 値 が朴さいとい

う均衡の安定条件が得 られる9㌔ 芝のとき簡単に市場均衡が等-汐ヤ3レ的安定
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定されるo 以上の分析から市場均衡の安定性がタ どのような調整過程を考える

小上付 l:i.-'t･･･言∴と.が叫!ル T::./I..I/-､.,､, 十 ･･thL.:I.･ 宜 J:I.･㍉ノー障 ,';=帰 一

という調整過程の安定分析も行われている e

濫獲 較 静 撃

市場需要曲線は,第2章の最後で明らかにしたように,(M｡i∋すべての滑

費者の所得,(M｡ii)市場で成立するすべての価格,(M｡iii)すべての消費者

の選好かこ依存している10㌔ 前節までの議論ではタ当該財の価格以外の変数はす'

式てある健に固定されていたO

さてタ市場需要曲線が右上方にシフトしたとするままさ｡芸のとき市場均衡はど

う変化するだろうかoEのようかこ諸条件の変化によって市場均衡がどのよう監･

変化するかを調べる方法が放校静学といわれるO 図5⑳3匠おいてはじめの肯

場需要曲線をD.D｡′ヲシフト後の市場需要曲線を Dま玖Fとするo SS′は,市勢

供給曲線である｡ 市場均衡は EoからEまJrh移動するo 三のときの放校静学碍J

上目 1-i:i.il:i.+:;..:;.∴一∴描.::早さ㍉ 号̀ 古iJ十:: L!:_t･:i:ri･互 証-;/Li告:::(:拙′言∴目 上iL..;':′二

上菅i;':_1 L;.･;-:I't.1.;

価格 価 格

,i.-:,:)..A.
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結果を要約すると,需要が増える (市場需要曲線が右上方にシフトする)と夢

市場均衡価格は i,o*からi,1*-上昇し,市場均衡数量も増加するo

市場供給曲線が右下方にシフトするとき12),市場均衡はどう変化するだろう

か｡図5◎射こおいて,はじめの市場供給曲線を SoSo′, シフト後の市場供給

曲線を SISl′とし,DD′を市場需要曲線とする｡市場均衡は EoからEま-

移動する｡ このときの比較静学の結果を要約すると,供給が増える (市場供給

曲線が着下方にシフトする), と市場均衡価格は Po*から動*-下落 し,市

場均衡数量も増加するo

このような比較静学が意味をもつのは, 市場均衡が安定なときであるO

消費者余剰と生産者余剰

市場需要曲線は,所与の市場価格のもとですべての消費者が夢各人 の選 好

∈効摺)を最大をこする需要量の総和を示しているo次のようをこ市場需要曲線を

解釈する三ともできるo 図5◎まをこおいてある数量 x を需要する消費者 は,

Opだけの価格を支払う用意がある｡ 市場需要関数 x-D(p)から逆市場需要

関数 p-D-ま(x)を求めると, 市場価格Pのとき 3-a(A)を需要す るので

あるから,-般かこ ,数量 x を需要するとき消費者はP-a-1(x)の価格を支払う

つもりでいることがわかる｡ また, 市場供給曲線は,所与の価格のもとで, チ

べての生産者が, 各人の利潤を最大をこする供給量の総和を示しているQ 市場需

要曲線の解釈と同様にして,生産者は, 市場価格がi,のとき37-S(朗 を供給

するのであるから,一般をこ , 数量3,を供給するときp-Smま(SJ)の価格で売UD

てもよいと思っている o

図5⑳息において市場均衡はE, 市場均衡価格はi,*タ均衡数量は x*-3)*-

であるO 消費者はP*で財を買い,生産者も同じくi,*で財を売っているo L

たがって, 消費者が支払っても良いと考えている金額 (面積 DEx*0)と実際

をこ支払う金額 (面積P*Ex*0)との差 (面積 DEi,*)を消費者余剰(constlmerタs

surplus)と呼ぶo同様を己,生産者が実際に受けとる金額 (面積p*EDJ*0)と生

産者がこれだけの金額で売ってもよいと考えている大きさ (面積 SESJ*0) と

の差 (面積i,*ES)を生産者余剰 (producerタssurplus)と呼ぶ⑳ 消費者余剰と
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生産者余剰の和を社会的余剰または単かこ余剰というo余剰概念はある意味で,

厚生の指標になっている18㌔

需要が増えると (図 5や3を見よ),消費者余剰は面積 DoEoi,｡撃か ら面積

DまEIPl*と増加し14),生産者余剰は面積 1,㌔EoSから面積 凱*EまS-と増加

し,余剰は, 面積 DoEoSから面積 DiEIS-と増加するe また夢 供給が増え

ると (図5㊨4を見よ),消費者余剰は DEopo率からDE励 *-と増加し, 塗

産者全刺は Po*EoSoからpi*EISま と増加し£5㌔余剰はタ 面積 腿 oSoから海

損 L)I::-:._:.llL､′､､J:増'.5:)'JJけ ;:1-''O

蒜 完全競争下の一般均衡分析

前節では,特定の市場をと汐あげて夢 それ以外の市場-の影響やそれ以外の

市場からの影響を捨象した, いわゆる部分均衡分析を行ったO実際には, ワイ

ンの市場とピ-ルの市場が互いをこ関連を持っているだげでな(,すべての市場

が相互依存の関係かこあるoこの関係を明示的に分析したのがワルラスかこよる-

般均衡分析であるo

完全凝争下の消費者 と生産者の価格体系かこよる変換過程を考えるe 霧 2章の

議論から消費者の需要関数は, 価格体系と所得の関数をこなっていたo生産者の

供給関数および生産要素に対する需要関数は,価格体系の関数であることが霧

3章,第4章の議論からわかるO 消費者の所得は夢生産要素 (労働夢資本夢盆

地など)の供給から得られタ 価格体系に依存しているe

財やサ-ビスの数をnタ消費者の数を mタ生産者の数を鹿とするo 消 費者

ゐが持っている財やサ-ビスの初期保有量を ∈W且hタW畠免タ--,勧九)タOhiで消

費者 机ことって企業fの利潤分配率とするeまた市場価格体系を ∈動き動きや｡◎

-,pn)とする｡ 第2章, 第 3牽 き 第 4章の議論より以下のことが明らかとな

る｡ 企業fの利潤 方再ま , 価格体系の関数で表わされるe消費者の所得Mhは夢
)7, A

_･上.,",:/'･.:-＼巨,･!.,{/.:し′ と..;･:,∴さ. 帥信昌;.::i/I.(,･眉 諒fl.1/:L二･‥ 工.II/∴′tlllI.･･十 ::.･打:tJ′｣!-日.
i-1 j--1

需要関数はク ー巌にタ

:;_･'.:(:,:ji､/こ,L二､･.一-､･.～. 了t.+'.. (I:,-L..:二了･､- .. リ
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で表わされ,財 iの市場供給関数は, -般 乾 き

,く:,T,･･t':J･･･',!㌧･-I-,_:i,i:.) (･･:･1::L ;:I:チ--,･iJ..I.)

で表わされるoすべての市場の同時均衡は9

jL:]i･(:lL,,拓 -.･･･.jJ,,,ド .:i:it't.I,.T.i.I,:..:,-t･L｡,I,I,..)

(,/-:-lJ:} 上--･､可 (Il5..:V:卓

のとき達成される｡(5｡3)はタn個の変数,n個の方程式からなっている⑳市

場需要関数も市場供給関数もともに価格体系に関して0次同次関数であるから昏
-/l.

相対価格体系,例えば,黒pi-息と基準化, または, 財 nを三品メ汐-ル(価
)I-I

値尺度財)監した (磨ま/Pn,P2/Pn,--Pn-且/Pn,且)だけが意味をもつOすな

わち, 体系 (5¢3)において未知数は,(n-呈)個である｡ところが体 系

摘 ｡3)の方程式の数はnであ るか ら-見過剰決定のようをこ思 えるO し

かしながら,ワルラスが明らか紀した重要な関係式 が あ る｡ワル ラス法.別

宅Wa呈ras日 aw)あるいはブルラスの恒等式と呼ばれるもので, すべての価格体

圭 号､■.,.,::㌔-･･･._..Ii,･.+)(,:･_..;I..H_:･'し､｡
n
:"i.:I,,I.i-･･']Ll.(''/I,,･'',:../--,_′吊 ･一･一.Si,(:ノ㌦ I,:!,--･-,′(,r,)ト ーO章 .～;･')
i-1

となる16)｡ したがって, 体系 (5.3)の僅意の (n-盈)額の方程式が成東

すれば残 りの方程式は (5｡趨)を考慮すれば自動的をこ成立するoすなわち汐

体系 (5｡3)の独立した方程式の数は (n-息)である｡ 体系 (5｡3)揺 ,

未知数の数が (n-ま),独立した方程式の数が ∈n-且∋であるが, 未知数と

方程式の数が等しいことは解が存在するための必要条件でもないしタ 十分条件

でもないoましてや, 経済的をこ意味のある解タ すなわち, 非負の相対価格体系

が存在する三とは自明な三とではない｡この問題は, -般均衡の存在問題とい

㌦､ ･-､∴･･･､●;工∴.･･. ,l､一･′､㍉L tl::L･･′-Ilk:I:∴〇㌦_,I;), I:hJ:.･:･-･,::'--I.･:.i･斗

･､一J ･t∴. 日､･,･･.:･:.∴ .I:'､､/l:工ニー∴･1言 上 工∴ :.:l:い,･)信,I::IT･:;':l･･･､I.､∴㌫工

宜 ､工:-r∴ ･L･∴二̀､,: ,I-/ .ー::,;,J一㌦ の.'∴..二:Er:∵ ∵Jl二∴十 ,''_1∵:頼 工十号~∴い:(.,.

-般均衡分析は,すべての市場の同時均衡を扱っている｡したがって夢急つ

の市場だげを切 り離して分析する部分均衡分析との違いは,市場相互間の波及

効果をすべて考慮している点にあるO この意味でタ 一般均衡分析は, 複雑であ

るがタ熱風が吹くと桶屋がもうかるグ式の議論把より, 直接的な波及効果だげ
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でなく夢2次,3次,-- 夢 すべての波及効果をとらえることができる｡ これ

をこ対して部分均衡分析は,比較的単純で, 当該市場の一次効果だげを扱ってい

るし

淀や鉱車･'(::-;:･f:封,:ij:Il.I::.:iJI.L･'Ⅵノ･･一･･巨主か･:;tl･LiL:.言上

完全凝争市場均衡では, 次の条件が成 汐たっているO 闇すべての消費者はき

予算制約のもとで効用 (選好)を最大陀している,(2げ べての生産者はき利潤

を最大をこしている,(3け べての財やサ-ビスかこついて,市場需要量と市場供給

量は一致している｡ 完全競争市場均衡はどのような意味で望ましい状態なのだ

ろうかoある経済状態が他の経済状態と挽べてよいか悉いかは, 価値判断に属

することであり9一般的をこ判断することはできない｡しかし, 効率性の観点か

らほいくつかのことがいえる｡ パレ-ト(PaTetO) による効率性の基準はタ 次

章でも述べるように次のように定義されるo

ある経済状態Eから, ある経済主体の状態を改善しようとするときタ

必ず, 誰か勉の経済主体の状態を悪化させざるを得ないとき, 状態E

は, パ汐-卜効率的 (ParetoEfficient)配分である｡

定義から明らかなように, パレ…ト効率的配分状態は, -般かこ多数存在する

ことがわかる｡

完全競争市場均衡とパレ-卜効率的配分との間かこは,次のような有名な関係

が知られている (守ラングォ- 〔呈981]の第4亀 特をこ , 命題6と命題5をそれぞれ

見よOまた, カ-ク=サボス=ツタ Ei97ま〕の第4章 夕 特をこ,定理主と定理2をそれぞれ

.!′1.i.lL).

〔厚生経済学の第唱命題〕

完全競争市場均衡は, パレ-卜効率的配分である｡

〔厚生経済学碍第2命題〕

パレ-卜効率的配分は,適当な所得の再配分のもとで完全凝争市場均

衡 として実現できる0

2つの命題から, しばしば,価格磯構かこ絶対の信頼をおく議論がなされてき

たが,｢市場の粂敗｣や ｢市場の非存在｣といわれる現象があることを考慮 チ
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るとき,われわれは,改めて価格機構のもつ役割りの長所と短所を見直す必要

があることにノ気づくであろうO

魂 独 占企業 の行動分析

前節までの議論においてほ , 各経済主体が完全競争のもとで行動する場合を

検討した｡本節では, 価格支配力をもつ独占企業の行動かこついて分析するo

独遠雷まなぜ塵ず る か

完全競争の仮定 と 矛 膚 しない企業の技術は,規模をこ関して収穫非逓増 で あ っ

た18)oすなわち, 長 期 平 均費用曲線 LACが着下がりではない技術を各 企 業 は

持っていたo と こ ろ が ,技 術の特性かこより,現実の経済では長期平均費周 曲 線 が

右下がりとなる 場 合 が 観 察されている19㌔ 規模に関して収穫逓増 (い わ ゆ る規

模の経済性)や 外 部 経 済 が 働 くときをこ長期平均費周曲線は右下がりに な る｡ こ

のような技術 を も つ 企 業 は,生産量を増やせば増やすほど平均費用A C が 逓 減

するから,市場需要をすべて一人責めにする可能性がでてくるo独責企業は価

格支配力をもっているがタ市場需要を越えて無理やり消費者あるいは購買者に

売 りつけることはできないことをこ注意 しよう｡したがって,独責企業は,市場

需要関数 x-D(A)と費周関数 C-a(3,)(すなわち技術条件)をこ基づいて最大

利潤をもたらす産出量 Djを決定すればよいo

･tt:I;:㌍'曲･.31:-∴L.jt;-/Z㍉;:･…:I:∴;l'訂･二:

独責企業はタ市場需要曲線上のある点を選んで価格 と数量を同時に決める芸

とができるo ここでは在庫の問題を捨象して生産量 3J-市 場 需 要 量 x と仮 定

する ｡

市 場 需要関数が諾-D(p)であるからタ 違市場需要関数はP-D-i(x)-i;x)

となるO 独責企業の収入 R(a)は,

･/:(I:･)･=‥,.!･.L1--,.守巨) (:.r:L i:I)

となる｡独責企業が追加 ま単位生産量 (-市場需要量)を増やしたときの収入
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図 5◎5 需要曲線と限界収A曲線

の増加分は限界収入MR(a)と呼ばれ夢

∴∴こ_T-:-:--∴

dR(x)
{;t''.･.,.
十王.:,:_Z/.I.iL

し1-'L(こき

となる｡ ここで 雷は,需要の価格弾力性を示す20㌔ ギッブ淀ン財のときを除

けばタ需要曲線は着下がりであるからタ 限界収入≪価格となっている e

需要曲線が p-i(a)-a-bxのような直線で与えられると限界収A曲線は夢

dR(x) d
､_:I/i--~I,A-;I.,I二∴ ∴ _;･:.･･-･(･.i:工･､'-(:･.与.l･こ1-工(･.I.I,.巨汗 ､:,L:･･~こ:.い∴.;∵日工i里

界収入曲線は需要曲線の2倍の儀きをもつ O

I.:tLl ∴ yf 古;-･

独責企業がある生産量 諾 から追加 盈単位生産量を増やし,市場で販売する

とタ その追加単位の生産のためには限界費周MC(x)がかかりタ価格より低い

が限罪収入iWR(x)が得られるO もし, 限界収入の方が限界費周より大きけれ

ば, 追加 且単位の生産物の生産と販売より得る限界利潤 (-限界収洗-限界費

潤)は正である｡ つまり夢 その追加沌単位の生産物の生産と販売によって利潤

を増加させることができるからタその生産量xでは相関は最大になQBでいない⑳

他方争もしタ 限鼻収入の方が限罪費周よりホさければ夢 追加 盈単位の生産物碍
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生産と販売より得る限界利潤が負であるoむしろ9迫力狙 単位の生産物の生産

と販売をしないでおけば (あるいは, 追加1単位の生産物の生産と販売を減ら

すことかこより)利潤を増加させることができるから,その生産量xでは利潤は

最大になっていないoLたがって,独責企業の利潤最大のための条件は,

MR(x*)-MC(x*) (5｡7)

dx ＼ dx (5｡8)

である21)Oすなわち夢 限界収Aと限界費用が等しくなる生産量x*で,かつそ

の生産量x*の点で限界収入曲線の傾きよりも限界費用曲線の傾きが大きくな

っているとき,独責企業は利潤を最大かこすることができる｡このとき市場価格

揺,P*-fEx*)をこ決められるo(x*,P*)を独責均衡といい夢 図5◎6のM

点かこ対応する｡

独占王托IriI:_二tI.:S皇I;:1/t'!･.'1-i':･T埴 土での了吊::甘1誉:,i_li七五:-,:

独責企業の最大利潤は が-p*x*-a(x*)で与えられ, 図566の斜線部分

である｡

図 586 独畠均衡,義金競争の亀と雷の市場均衡と余剰

数量
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配分の効率性の観点から見て独責均衡はどのように特徴づけることができる

か検討しようOそのためには, 完全競争のもとでの議論を簡潔に要約しておく

のが便利であるo 完全競争下ではすべての経済主体はプライス ◎テイカ-であ

り, 市場均衡では5 各消費者は予算制約のもとで効周最大であり, 各生産者は

利潤最大であり, 市場需要量と市場供給量は-致し汐 市場価格は限界費周に等

しくなっているO このとき市場均衡はパレ-卜効率的配分である O 完 全競争下

の生産者の限界費周曲線と供給曲線は同一であるから, 図5◎6かこおいて市場

供給曲線MC(x)と市場需要曲線DD′の交点で市場供給量 xoが生産され販

売されると,E点はパレ-卜効率的配分となるoそのときの市場価格は POで

なければならないo

独責均衡はM 点に対応し,完全澄争のもとでの市場均衡 (パレ-卜効率的

配分)は E 点をこ対応していることに注意すると,次のことがわかるo

H 〕x*<xOかつ P*>PO

〔2〕p*>AC(x*)22)

〔3〕 面積 DMp*+面積P*MAK<面積DEpO+面積poEAK

H 〕より独責企業はタ 完全凝争のもとでの生産量に比べて,より少ない生産

量を市場かこ提供し, より高い価格で販売している｡ これは独責の弊害の-つで,

独占は資源配分をこ歪みをもたらしている. 〔2〕より図5◎6のときは,独責価

格 p*は平均費用 AC(x*)より太である｡ 完全競争のもとでの市場均衡では

90-AC(xO)であるから, 完全凝争のもとでは生産者に正常利潤を越える超過

利潤は存在しない｡しかし,独責企業は, 独責均衡かこおいて面積P*MHjかこ相

当する独占利潤を手をこ入れることができる｡ 独責利潤が正当か, 不当かかこつい

て一般に結論を出すことは難しいOその判断のためかこは, 例えば,研究開発や

企業成長など,動学的かこ独占企業の行動を分析する必要が出てくる｡

すでに述べたように, 市場需要曲線と市場供給曲線をこよってはさまれた面積

DEAKは, 完全競争のもとでの社会的総余剰であり, そのときの消費者余剰と

生産者余剰は, それぞれ面積 DEpO,pOEAK で表わされるoこれ監対してき

独責のときの社会的総余剰は, 面積 DMAK に縮小するo そのときの消費者

余剰と生産者余剰はそれぞれ面積 DMp*(<面積DEi,0),面積 P*MAK(>面
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積poEA濫)である23㌔ すなわち,消費者余剰の一部分が独古着によって獲得

されているO これが所得分配上の問題であり,〔3〕より明らかなように独責の

ときの方が, 完全競争のときよりも社会的総余剰が少ないo面積 MEAが独

嘉の弊害,または, 資源配分上の歪みを金額表示している｡

晶 寡 占企業 の行動分析

寡責企業の行動は,完全葦争のもとでの企業行動や独責企業の行動と本質的

に異なる点をもっているO 完全発争のもとでの企業は, 他企業の行動と独立に,

市場価格を所与として, その市場価格に限界費周が等しくなる生産量を決定し,

供給すれば利潤は最大となっている｡また,独占企業も,定義をこより他の企業

はいないので限界収入と限界費用が等しくなる生産量を生産し,販売すること

が利潤を最大かこしているoこれかこ対して,寡占企業の場合は, ある企業の利潤

が他企業の行動にも依存している｡すなわち,第 i企業の行動をaiで示すと,

第 i企業の利潤は 方i-方i(al,a2,--,ai,--,an)と表わせるOしたがって,

利潤最大をもたらす生産量は, 価格だけでなく他企業の生産量をこも依存するか

ら,行動 aiを決定するためかこは, 他企業の行動について知っているか, ある

いは, 予想 (推測)する必要があるoまた, 第 i企業の行動が他企業の行動の

意思決定に影響を与えるという事実を第 i企業は考慮しなければならない｡さ

らに,前もってお互いに協力 (共謀あるいは結託)するか, 非協力的に行動す

るかを決定しなければならない o このような意味で, 寡責企業の行動は, 相互

依存関係かこあるo

以下では, 他企業の行動についての予想 (推測)に関して, いくつかのタイ

プを考えてタその経済的意味を検討することにするo

甘協力王デ]l･,(盲巨 ∫:/-=]i･.十･･･-:均衡

寡責企業の行動をモデル分析した, 最初で最も有名で, いまなお示唆をこ富む

ものがタ グ-ルノ- (Cournot)の鉱泉モデルである望遠)o 夕-ル♂-はきゲ-

ムの理論の言葉でいえば, 寡責企業の行動を非協力 Cnon-Cooperative)ゲ-ム
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としてとらえて研究したo結託を行わない (共謀しない)という意味では, 各

寡責企業はタ 独立的かこ行動するが,偽の寡占企業の行動を考慮して意思決定を

行 うという意味では,相互依存関係になっているo

いま, 同一品質の生産物を生産する2つの寡責企業を考え,企業主および企

業2と呼び, 費周関数をそれぞれ

Cl(xl)- 41.1
(5¢9)

C2(x2)-5x2

とするO またタこの産業-の逆市場需要関数を

p-18-(31+x2) (5910)

とするO ここで,x呈,x2はそれぞれ企業主と企業盟の生産量を示 し,Pはタ

生産物 呈単位の価格であるo 以上がタ 本節の各モデルに共通した技術的条件夢

および, 市場条件であるO企業主と企業2の利潤は,それぞれ9 3TCTl,x2)-

._:-L･:･l王'.(薫.),;.･:,.(I.r‥t-.･･.)-::.,･':.i-:･.一一亘二･.いい より

Ji･古三､.,.㌧)二二i:･lL!.;‥∴L･I:∴､～･いt･･:I.
日工 -Lf十)

･J-J:･.巨‥t､:ヱ)=-:_I.'工十･･･L申､二:.--Ll.I:･!

で与えられる｡

ク-ルノ-の仮定 (自分の生産量を変化させたとき相手の寡占企業は生産塵

を変化させないと予想または推測すること)を周いると,利潤最大の条件は夢

;I:'J.I(':.拓.;･･｡),/･/<'汗j==_31,i一二Lrj･･一･守,.1::･(i U-､:L':;こ日

工亘J･L1,.r::)..瑞.{･.･::,;.;:ト.早一一:;:..,I:..1∴･リ 畑 ∴i:日.,:i

となる｡ これから夕 企業息と企業2の反応関数 (reactionfunction)あるいは

反応曲線が, それぞれ

∴.;::-ご:,.1'(!･.)I::･/-･L:.5..,...I.
(5◎呈3∋

x2-r(xl)-6｡5-0｡5ここ1

で与えられる｡ 2つの式を同時に満たす生産量 x五㌔x2eおよび (5由iO)から

求めた価格 Peがク-ルノ-均衡である (図5⑳ 官を見よ∋⑳

xICニ=5,x2C-4

i)a-9

:li-･j.'-:I-器､;i.｣.●:=一･二軌

い:～.i･,:ド;
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r;::,lミト'.I ･･:I.p-:L･//.I-I-li:_Tl'JZ:::ll1･1.i'',I:･守'･./.JI.ll:甘 ′{丹一字的撫

x2

ただし多 士つきの C は, ク-ルノ-均衡の意味を表わすo

ク-ルノ-均衡は,どの寡責企業も他の寡責企業の行動を観察したあとで汐

事後的に後悔することのない状態 ともみなせるoすなわち,生産量の組 (xまC,

x2C)を見て, 企業 主は,glC と異なった生産量では利潤 方1(勘 ,x2C) を最大かこ

することはできないし汐 企業2も同様かこ,326以外の生産量では利潤 方2(XIC,

x2)を最大にすることにできない｡ク-ルノ-均衡においてのみ,任意の企業

の相手の生産量の予想量が, 実際の相手の生産量と一致しているo

.拙粧 ､眉..･i..:l∴､.71.十 一:･-:.lr

ク-ルノ-均衡の利潤の鎧 極まC,方2e) はタ 技術的に実行可能な利潤の組 (方1タ

gr2)とどのような関係にあるか調べるには, 利潤可能性フロンテ ィア (profit

possibilityfrontier)を求めてみればよい｡kを0とまの間の値とし,k勘 (xま多

g2)+(呈-A)方2(xl,x2)をxl,x2かこ関して最大にする条件は汐

/.--.t/I.../li('十1 :い ._.),仁!.･,!J)ニ1--tl.i.:I(.A.:ト 2>亘)

となるOこれからkを消去 し,

:):,.I:･--(:J二･..-･10.)I--了(巨i･七十ト9
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をうる25)0

勘-31-4.5x2+(6-x2)V/0｡532+ 9

方2-(3+〆0｡5x2+ 9)x2

となるのでタ

∴-; 一一二 =l二 二一

日工 ,t:-IL:)

ミミ ･t')

を満たす (方呈, 方急∋が利潤可能性フ間汐テギアである芝とがわかる慧6)a

ク-ルノ-均衡の利潤の組 ∈鴨 方急ぐ) は利潤可能性フロンティアの鼠罵倒

監ある (図5◎8を見よ∋oすなわちタ 技術蜘 こ達成可能な利潤の鎧 (琵ま夕方望)

揺,望つの寡責企業が協力すれば実現でき, しかもタ-ル♂-均衡の利潤の鎧

旺対して優越している｡ ではタ望肇の寡責企業はタ協力的監行動をするだろう

か｡持帰 甘 , 服 ･ri言上･‥ 十 ･JL･LL;.I:.,:I.･L･t･;(/:,冊 ∴･∴･J-∴ :I-･r一一･LL･･l'丹 ~･･･!･･:t

っの企業匠とって利潤がそれぞれ太きいから, この点で協力が成立するだろう

か｡答えは否である｡ すなわち, 協定を裏切る三と匠より各寡責企業は利潤を

増加させることができるからであるOいま (xlOタx20)-(3e7596,3)のとき,

っま汐,(勘0, 方2昏)-(27や22旦 夕 且8｡72且)である場合を考えてみようO 企 業息

ニー目 し･5; ∴､･-･さ･･/･･Lt･瑞 ､i∴ :Ill,:1I:I.I..'L.,I,,'い ･･:'p/:::I:+ll:･',:I+･･I;.'巨t:I'魔

寡占企業
窯の利潤

寡占企業主
の利潤
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は企業2が x20- 3を順守すると考えるとタ範0-3｡冒596を選ぶより別の生産

蓋 gAを選べば利潤を大きくできる｡

十 日■･.､.l･11､,.,,.::･:卜一･一十ト :i/ミト･.I.i,･･守
上り 十守工●十詳Eは,.･吊圭∴､･,31=-:'･I..I:1.?.::;:,･:二::･･':.I:･:･,.'.,トか1.i. 立 ∴:目上 宣､∴:.･:

が同様の誘因 (incen貢ves)をもつことを知っているので,企業2が x急-3を

膳守するとは予想しないO同様の推論を繰 り返すと,結嵐 ク-ル♂-均衡だ

けが確信できる結果となる｡

I-:;--;･J.....::I-:･::/Il:'声(I::i,'･:,･_･ ･∴ 了 :-}''･･∴:.:A:十‥モ言

ク-ルノ-◎モデルで は , 寡 責 企 業 は,それぞれ,相 手 の 寡 責企業の反応関

数を知らずタグ-ル♂- の 仮 定 の も と で 行動する場合 を 扱 っ た o ここ で は, 相

手 の反応関数 を知 っ て い る寡 責 企 業 且 (先導者 と呼ぶ ) と そ う で な い 寡 責 企 業

2 (追随者 と呼 ぶ ) の 場 合 を検討 しよう｡追随者は,先 導 者 の 数 量 をこ ( 5 ｡ 息2

も)を満たす よ う をこ 受 動 的 に 反応するO他方,先導者は, 追 随 者 の 反 応 関 数

摘 ｡ま2b) を 知 って い る か ら,この知識 を最大限利属 して 利 潤 を 最 大 をこ す るo

その条件は,

∴ 一一一一 一 ∴ =一二 -言､･..

∵∴･十､I.･､.. :･:こ...I,tt.)..
L::j

I:':-:工 ;'･･:-

(守.十㌦∴

企業望の反応 槻 終 息望も)よ壌 --‡ を考慮して雛 と夢シ-タッグ

Jレベルタ GSもacke摘erg)均衡が得 られ る e

十 ~ ･.'t-_∴ ''I

- ● 一一

･一 ･ ∵㍉･′-.･

.､:･I ､~ .′･I" /1

~･.･∴ ･. ､-､し′:I･､I.､ ･･I､･∴･.､,/i.A:工l∴二㌦ ･､.早:-.､

､∴小.∴.':.

明 らかをこ夕霧責企業 且 (先導者)の利潤はタタ-ルノ-均衡の利潤より大き

い,L･ :.'.;.､工 . .:､∴ J∴日･t･･IL言 ト.∴･･_二°.､､ノーt･: ~‥∴､L



1(追

.:;冒:I--ILL:I.I㍉二∴了吊~l'.:､)一･I,.iぎ巨-::;∵寸三-i:.I..t':･.:;

ベル トラン (Bertrand)揺 , ク-j汐♂-の寡責モデルを批判じ等 夢 価格を戦

略変数とする寡責モデルを提示したo費摺関数と市場需要関数をク-ルノ-の

寡責モデルと同じものをこするO 企業が決定すべき変数が価格である芝とを考慮

すると夕企業呈および企業2の利潤は, そ れぞれ9

.1･:･!(､上t.,:I'･1㌧)･ご;/,.'.!･Jパ∴ ト-:.,l･

′こ}..(:･l:)... .i;:-~ト !･,I:.･.L･-.･て守.L････.1
'.日.;.圭11.:

上古∴上 目 一一品'ffLl'･:(再里古二･.坐,I_.::.Lしてい:I,:.,,I.,tI/_'.･.凸 '.!'):(..:,.'･･･;-～,.日,,:t･言J,''JI業 主

(企業望)揺,市場需要を生産能力-杯まで星人責めにできる｡ 凱-i,畠のとき

揺,両企業で折半すると仮定ずるO ところが,今の例では, 費周に差があるのタ

で夢企業豊はタ動-5よりも少し低い価格を付ける三と訂こより,市場需要をま

火責めでき, 企業2を退出させることができる｡ もし, 費層構造 (技術)がま

ったく同じであれば, ベル トラン均衡では, 価格-限界費摺-平均費用となるoa

戎ル トラン均衡の概念はタ製品差別がある寡責モデルのとき, より-腰の経

済的意義をもつことが知られているo

;.;.):::I.:.:.汗､二,:･､5亘 ぎ)i‡嵩工悼惜:j'i圭5i:跡畔

企業 まき企業2の費周関数, 市場需要関数は夕-ルノ-の寡責モデルと同-

のものを用いるo 共同利潤は,(5｡iり より

琵(xl,x2)- 持4-綾ェ+x2)}xi+持3-(xl+x2)ix2 (5◎20)

であるO 共同利潤最大の条件は,費用差を考えると932-0となるから,(5や.

20)より9

iI-I//し!t!,辛/J十 j-:::.::-i-ll.I.･_:.L･･.一･;I.l･

となる｡ したがってタ

r_1JtJ-･-17,､･.･.J'/HL,

,/',J･;･'-ミミ･

ll･lJ･!J::-=車;',･ご:;:/-‥-ミ')

(-i--i..:I:･L)

(5｡22)

であるO ここで, 上つきの JM は, 共同利潤最大を意嫁するO したが-3で 夢

企業主の利潤49のうち争い式らか(少なくとも符急e-ま6)が盆第2に手付け (side
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%)ayment)ある摘 ま再分配されないならば, 企業 2は, 共同利潤最大の契約を

企業まと轄ばないであろう｡ 図5令8に共同利潤最大の解から手付けによって

実行可能な利潤の組み合わせを太い破線で示 した｡共同利潤最大の契約が成立

す るのは, 線分 GH となるo

i.;:.A..7.I:車 上 -､領一'､::tLiI.-臣I.さ古寺~千十宣-I:･1L.;-::;:-:I;刺.涌l-:.昌 十 両 ･:I.

企 業 ま と 企 業 2が市場責有率をそれぞれ,S, 丑-Sで合意に達 し夢共同利潤

･･十 ∴ ('∵ -::汁)-･一直 :,(:… ∴､I.･･:汁 ::.･(::･､､､トト ▲一十 1

-1巨 ト ･∴･･,_･i-仁;I:i･-I.工)し‥･:廿 日 ,.I:;一十

を最大にするo三三でタ3-Xl+32- 班 + (ま-S)x,すなわちタ産業の生産慶

一を示すO利潤最大の条件は,(5ゆ23) よ り

･.j∵//.･.･T.･･.一言::工+:(.≡ .::-) 告トニ 日

払たがって,

:､.工 一半

･L+ 1'̀(･･):こ,,･:･･‥:,,('･1.-巨告//'J:, ∴･.･i7i(:リ::-(､ぎ ､､)tlrl.十トー･::.)(I:ヾ十~;_:'/)/.:::

:'.I;辛;Li'∴モ･:i.,/':'. (∴ ●.J十!

･し.I.'';:(::,L-∵('::!LI‥)(L'i･･:.?:/,-;て ::､;i.{･し (●1 I::TL::t･‖二り(了､-二…:･,i

･となるO 三三で,上つきの 3M は共同利潤最大を意味し,Sは, 企業 急の市

卜㍑lr言古 ､ ､･'･･-†小●.､∴,､1.日 ∴'~‥:~,卜･冊∴･::ド/}'∵･ .:･: I.;:右 {'t十,;

眉､i/,,:潤 い !! :Lt:･)∴十t両･,::占十 十 ~｣､ ･∴ ∴､い ､十､-'1･IH.I.L.:lJ･.I.i,:/自主 ,･:･[;A.-.

-合意が達成されるその条件はヲ(5¢且4) と ∈5｡25)より

:I.:I::I :Il(i: ･･､一 ~●jl
･:i-I.I:.I::,

(･ ･;.' 十 ､十 ､ :,''I-､:'.I

∴十･了

'･∴●∴一 _･.11･一~-I:∵･̀ -∴r･,ユ

十一L,:.:L･十'/I.L･.1.:.;-r.'.I.:-∴ ∴ ･､･一丁∴十:.::::∴-い二pi_.!･.I

現実の寡責価格が, 寡 毒企業の費層構造かこあまり感応的でないことが知 られ

ている｡ この現象を説明する理論モデルの一つをこホ-ル=ヒッチ (鰭a畳ま-Hitch)夢

弟ウィ-♂- (Sweezy), ある摘 ま タ ステイグラ- (S最g呈er)院よる屈折需要
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曲線の理論があるoある寡責企業にとっての需要曲線が図5 ㊨ 9監示したよう

旺点 (x*夢P*)で屈折している｡その理由は次のように述べるこ とが できる昏
当該寡責企業が価格を下げると,他の競合する寡お盆業も価格を下げるだろう

からタ 当該企業の需要曲線は, 市場需要曲線を守-ダッ ト⑳汐淀アで縮J3㌔した

ものになる｡ 逆に, 当該企業が価格を上げたとき夢偽の企業が追随して価格を

上げなければ当該企業の需要は減るo Lたが甥等夢守-グッか⑳彰孟アが少な

宅なるのでタ(x率,P*)で屈折するo

当該寡責企業の限界収入曲線MR(a)はタ 線分DG(需要曲線 DA旺対応)

とfN (需要曲線AE)′かこ対応)とからなり,生産量.T*で不連続になっている⑳

いま,当初の限界費周曲線をMCo(I),可変費周増加後の限界費摺曲線をM

Cl(頑 とすれば, 当初の均衡生産量も可変費摺増加後の均衡生産塵も同 じで

x*である｡ x*の左側では限界収入>限界費周であり汐X*の右側では限界収

動く限界費頗であるからタX*で利潤は最大をこなっているO 図5㊨9のように

限界費摺曲線のツフトが限界収入曲線の不連続区間GFJにある限り, 当該寡責

企業陪とっての最適選択は9(E*タP*)となる｡ これで寡責価格が変勤しをこく

い三とを示すことができたが,なぜ (x*,靡*)で需要曲線が屈折するか は説

!..:L･!.い さ;Jr:r･-::･iiI,1:･i:.,-:1吉･..i.lI:.:L';'!組
襲用
楢格
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明できない弱点を三の理論はもっている⑳

∴二.i:.;I,i:;.論i里言･11;I

寡毒理論のい竃つかを見てきたが夢すべての理論に共通した点は, す戒での

寡責企業の行動パ タ-ンを設定したときの均衡分析であQ,たOどのような市場

桑餓 費層構造があれば,ある寡責企業は必然的にある行動パタ-ンを採周す

るのが最適であるかをタ 以上の各理論は明らか把していない27)｡ 寡責経済の符

倣をより良く理解しタ 規制等の政策を行なうための基礎的作業が強く望まれて

いる研究分野 で あ る e

感 独占的競争企業の行動分析

若干の価格支配力をもつ多数の売手が, 多数の買手把,代替の程度の高い財

∈密接な代替財)を凝争して売る市場を独責的葦争市場と呼んだ｡ある独責的

幾争企業はタ したがって, 着下がりの需要曲勧 こ直面していることがわかるo

限界収Aと限界費周を等しくする生産量を生産して利潤を最大にできるが, 需

ll:I:i∴ 3:ミ ･Ii.主黒ll.111.:T;.'..:'I,:∵i･諦･T･J

(葬那閏が藍鞄場合)

MR(x)

函 ･:ト ､Hi･;::::..由冊損持崩..Itlt

絹は潤が亀の鳩舎)

.研亘.I:ll



ilo

閏 !.t･主2 鉦j津鳩Lil.PIP:l,Lf}.Fli:'_蝕鞘昏‡(I:i:･u;l;J'･-I.L,f:･い

貸欄価格

i':/:--:!J'ン

要曲線 と費周構造に依存 して夢 その最大利潤は正負いずれの太ききをも取 誓う

･‥:-,(,図ごト :用にLHJk･漆､引 網/再 丁(p両.r-棉..!'l'･:I.!/I,iNけいノ'1.Lr･{S:i:A:J 巨号 ･十号.｣晶口ヾ

利潤が負(面積 HNMp*)の場合が拓かれ竃いるo 最大利潤が義のとき当該企

業は超過利潤 (面積i,*MNH)を得ているのでタ 新たに企業が参果 して 篭る

可能性があるO 逆に最大利潤が負のとき,当該企業は退出した方が有利 となる

場合もでてくるo参入も退出もない長期均衡の状態が,図5⑳盈2に拓かれて折

るo生産畳 x*かこおいて平均費周曲線 と需要曲線 とが接 しているから,超過利

潤はゼロであるO独責的凝争の長期均衡の生産盈 x*ほ 夢 平均費周最燕をもた

らす生産量 xk(生産能力 と呼ぼう)よりも必ずjわきいことがわかるO 忘れが常

温ン♂ギレン (ChamberHn)のいう過剰生産能力説である ⑳

法皇) ぎischeTandDornbusch臼983〕の分類をこ従うe同書 pp｡呈88-呈89を見よ⑳

2) 厳密にいえば完全競争市場は以下の条件を満たしている｡闇取引される財は

間質である,(2)市場かこ関する情報が完全である,(3)多数の売手と多数の買手が

いて,各考の経済主体の行動はタ市場価格に直接影響を与えないと考えら れ 雷

いる,(覇市場JPhbの参入や退出は自由をこ認められ夢移動費周はかからない⑳

3) 三三では,紙幅の節約のためかこ複古市場を含めて寡責市場と呼ぶ0

4) 寡占企業の分析をゲ-ムの理論で行おうとする試みはタ忘のような状態を認

識しているO 参考文献第5章の(2)野riedman,茸ameSW｡巨星977ヨを見よ⑳
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窮 地域独責の例として, わが国の9電力会社が挙げられる｡

釣 当該市場を財 まの市場とすれば, pま以外の変数をすべてある値をこ固定 しき

記号の節約のために添字まを省略すると本文の関数が得られる｡

関 野ルラス (Wairas)(久武雅夫訳)『純粋経済学要論』(岩波書店,ま983∋ 争 第 呈2

章および第20章を見よO原著は第ま版第ま分冊が1874年かこ , 第2分滑がま87官軍

に公刊され,決定版として知られている第4版はま900年に公刊されたO汐j抄ラ

割 烹,多数財市場の同時均衡,いわゆる一般均衡の模索過程を提示しているが℡

£芸では,部分均衡分析の枠組に合うように述べ直した｡

8∋ 市場需要曲線も市場供給曲線も図562a,図5◎2も,図5⑳2Cのよう

をこ直線のときにあてはまる｡厳密かこは, 式 ∈5｡旦)が均衡のブルラス的安定

条件であることをこ注意せよ｡

9) 注8)の前半がそのままあてはまるO厳密には夢式 (5｡2)が均衡のマ-

ツヤル的安定条件であることに注意せよ｡

ま0) 自明なことであるが,市場をこ参加する消費者の数にも依存していることに

注意せよ｡

急呈) 例えば, 消費者の所得が増加した場合を考えてみるとよい｡蝕の理由は夢

CM･ii),(M･iii)を考慮すると思い当たるので,読者自ら考えてほしいo

ま2) 例えば,資本の賃貸料が安くなった場合を考えてみればよい｡他の理由は夢

市場供給曲線がシフトする要因を考慮して, 読者自ら考えてほしいO

呈3) 消費者余剰概念は,最初ヂよピ温イ (Dup壷 )によって考案され, 守-汐

ヤル (MarshaH)によって広められた｡

ま4) 市場供給曲線が垂直線 (供給の価格弾力性がゼロ) のとき は , 消費者余剰

は不変である｡

ま5) 市場需要曲線が垂直線 (需要の価格弾力性がゼ田) のときは, 生 産 者余剰

は不変である｡
･)t ll, k

吊 i■!I.･∴!･･.･J_日 工･宮立L;I-＼‥t!'.,.･i･,'i---1~.ソ･(,p･,,･!''十､､.71/㌔,/,･ご/∫:/llli･--トト､･-:･7.-~/こ
･m, I'-I 17r['-1

総和をとる｡雲∂lJ-皇および方f-雲動凱枕 あ れば護 憲の価格体系に対
12. ･mA,-1 ･777. k ./-1 m

ミ了 十 :: こ.{･.I, I∴･.･･･L -､･,,I:…-ei;I:二∴∴.･ll･･:.}･h 汗 (,I,i-:I,Ll･.-- .,,'L,,I..
71-i A - 1 ,lz-1 r-I A -1
m A

警wih+警 y if - Si(鉦 i,2,--,Pn)だから,(5｡4)が成立する｡また注7∋
h-1 f-i
のワルラス 〔旦983〕,第ま1,ま2,20,24章を見よ｡

呈7) ドゥプJ沙- (丸山徹訳)『価値の理論』(東洋経済新報社,ま977),アp-=ノ､

-ン (福岡正夫 川 俣邦雄訳)『一般均衡分析』(岩波書店,ま976)争および二階

堂副包 『現代経済学の数学的方法』(岩波書店,ま960)を見よo

呈8) 呼ラングォ- 〔ま98ま〕の pp.74-75を見よ.

ま9) FischerandDornbusch〔ま983〕の P｡ま66を見よ｡セメントやど-ルの例
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だけでなく数多くの産業における事実が指摘されている◎

20) dR(a)/d3-9 +揺 -頼 -
1
予
言
｣
"
(

-∴ --∴ 一一~ - _

すると式 (5｡6)を得る｡

2且) 独責企業の利潤は 方(a)- R(x)-だ(頑 となるO利潤最大のための息階条

Jl!-i.吊'1.:i･古里ま∴':-::I/-:･:寸江 ･1!.･.｢.:･):/.･:I.( I.I. /-I:I(!･)/I/IH､ ,II..,J ･‥F.I:,･

ら,(5｡7)夢(5｡8∋を得る0

22) この性質は,図5⑳6のときかこ成立しているO市場需要曲線EWpが平均費

摺曲線AC(x)に比べ相対的をこ鼠点をこ近いとき ∈市場需要が相対的をこ少ないと

き),独占均衡価格≪平均費周となり利潤は赤字となる0

23) これは,独責の利潤最大化行動からして,完全競争のもとでの産業利潤PO

EAKよ汐大となることによる0

24) ♂-ルノ- ∈申出伊知郎訳)『富の理論の数学的原理に関する研究』用 事

経済評論社,呈982)の第7章を見よo原著はま838年に公刊されている｡また,

野riedman〔呈977ヨを参照せよO以下の例は夢 夕-J汐ノ-の鉱泉モデルをやや

-般化したものである｡

;;I;::) /':･:･:.'./S門主.):-:I-a-:吊:･=‥古 ･射 .LL･･.-.'1両十L.'lt'甘-I;.LL.:,.1-:I,:I:I.L;十二(.!?:I;/昌ジ.吊:.･:

いて解いてホさい根が解である0

26) 摘 ｡呈5)より

露呈/49+触急/皇69-五十を-3042-ま72｡532+(2732+ま0呈4)joゅ532十9‡/82鮎

を得るO右辺の第2項は,xB章3.2456のとき最か健-呈｡37177XiOや85X急-0また

は x孟-6.5のとき最大値0をとるoしたがって (5番16)を得るoなお,費周

関数が両企業で同じであれば, 利潤可能性フ問ンティアほ直線をこなる⑳

27) 寡占企業を取り巻く条件の違いかこよゥて各種の不完全競争形態を統-的監

分析し,その結果成立する種々の均衡を調べる研究が9小野善感 『寡責市場構

造の理論』(東京大学出版会,1980)で行われた⑳

(鵜 況 藷)


